
















動作テスト（テストモード）
取り付け後は必ず動作テストを行い、LEDライトが正常に点灯することを確認してください。

●
 
必ず屋外用のコンセントを使用してください。漏電や火災の原因になります。
また、電源コードを延長したり、切断する場合は、工事店にご依頼ください。

 
 

ウォームアップ（初期動作安定）について
電源プラグをコンセントに差し込んだときは、人の検知に関わらず LEDライトが点灯します。
これはセンサが安定するまでの初期動作であり故障ではありません。

1  テストモードにする
「点灯時間調節ボリューム」を【T】の位置（左いっぱい）に合わせます。

「点灯開始照度調節ボリューム」は、どの位置でもかまいません。点灯開始照度の設定に関わらずセンサが検知すると
　2秒間点灯します。

2  電源プラグを差し込む

3  点灯状態を確認する
LED ライトが消灯するまで検知エリアの外で待ち、
消灯したら検知エリアの中にゆっくりと入ります。
再び点灯すれば、センサは正常に機能しています。

点灯しない場合や検知エリアの外に出ても消灯しな
い場合は、点検してください（　　　 11ページ）。

動作テストが終了したら、各ボリュームを任意の位置に設定
してください（「点灯時間調整ボリューム」は、必ず【T】の
位置よりも右側に設定してください）。

また、必要に応じてライト部の角度や検知エリアの角度などを
再調整してください。

テストモードは通常、動作テストを行う場合のみお使いください。

電源プラグを屋外用のコンセントに差し込みます。ウォームアップが始まり、LEDライトが約 40秒間点灯します。
点灯しない場合は、電源プラグを抜いてから点検してください（　　　11ページ）。

＜ 動作テストモード【T】の設定範囲の確認方法 ＞

1. 「点灯開始照度調節ボリューム」を反時計回りに回し、
　　左いっぱいの位置【夜　　マーク】にします。

2. 「点灯時間調節ボリューム」を反時計回りに回し、
　　左いっぱいの位置【T】にします。

3. 「点灯時間調節ボリューム」を時計回りにゆっくりと
　　回していき、LEDライトが点灯しなくなる位置があり
　　ます。左いっぱい【T】の位置からこの位置までが
　　テストモードの範囲です。

【T】モードの範囲
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　【点灯時間調節ボリューム】 　【点灯開始照度調節ボリューム】
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